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Abstract  The purpose of current study was to survey about emotional valence and arousal of words. 
Emotional information often caused memory facilitation and memory suppression. Thus, it is 
necessary to control emotional factors such as emotional valence and arousal for memory 
experiment with emotionality. Accordingly, present study investigated not only emotional 
valence but also arousal for create standardize words of arousal. Based on ANEW (Affective 
Norms for English Words; Bradley & Lang, 1999), 1034 English words were translated into 
Japanese words and 70 university students were asked to rate about emotional valence and 
arousal each 345 words. This investigation set on SAM (Self-Assessment Manikin; Lang, 
1980) for rate to emotional valence and arousal. Result of evaluation was listed at the end. 






影響を及ぼすことが多くの研究で示されている 1) 2) 3) 4) 5)。
なかでも，記憶研究においては，記憶の促進と抑制の両
者において感情情報が及ぼす影響が検討されている 6) 7)。










つていは，2 次元だけではなく，快 – 不快 (pleasure/ 
unpleasure)，興奮 – 沈静 (excitement/ calm)，緊張 – 弛
緩 (tension/ relaxation)という 3 つの次元で変化するとし
ている 3 次元説も存在するが 11)，認知機能に影響する感
情情報として，感情価，もしくは覚醒度が操作対象とな 
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快，喜び) やネガティブ (e.g., 不快，悲しみ)，そして喜
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響が，写真刺激を用いて検討されている 3)。Bradley et al., 
は，感情価と覚醒度が標準化された IAPS (International 













































した。調査を行う際に，Affective Norms for English Words 
14
単語の感情価と覚醒度にもとづいた単語刺激の作成 










 大学生 70 名 (男性 34 名，女性 36 名)，平均年齢 20.32







Manikin (SAM) 20) の感情価と覚醒度の評定 SAM を使用し
た。SAM はヒト型で作成されており，感情価は SAM の表
情で表現し，覚醒度は SAM の胸部の部分で表現されてい
る形になっている。感情価の評定 SAM は表情が付けられ















紙 1 枚に 6 単語を記載し，評定冊子は表記されている単
語が異なる 6タイプの冊子が作成された。評定冊子 1冊
に記載する単語の選定はランダムに行った。単語数は 1













1 回の調査で 172 から 173 語の評定を行い,翌週新たに
172 から 173 語の評定を行った。 


















ポジティブな意味を持っていても高覚醒 (e.g. 情熱) で
ある場合もあれば，低覚醒の場合 (e.g. 平和) もあり，
逆に，ネガティブな意味を持つ場合でも，高覚醒 (e.g. 虐
待)，低覚醒 (e.g. 孤独) の両状態が存在することを説明
した。教示を与えた後，自分のペースで評定を行っても












となっている。本調査の結果は，Bradley & Lang 19) と
ほぼ同様の分布を示していた。 
感情価の分類として，評定値が 1.00-3.99 をネガティ
ブとし (M = 2.68, SD = .59)，評定値 4.00-6.99 をニュ
ートラルとし (M = 5.17, SD = .49)，評定地 7.00-9.00
15
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をポジティブとした (M = 6.78, SD = .52)。評定値の分
類によってネガティブ単語は 398 語，ニュートラル単語
は 337 語，ポジティブ単語は 305 語となった。それぞれ
の評定値に対して，1要因3水準 (感情価; ネガティブ，
ニュートラル，ポジティブ) の分散分析を行ったところ，






分類した単語の再生数に対して 1 要因 3水準の分散分析
を行った。その結果，有意な差は認められなかった (F (2, 
1037) = 1.89, n.s.)。よって，感情価の違いによる記憶
成績への影響は示されなかった。 
次に，覚醒度の検定を行った。覚醒度は，評定値が
1.00-3.99 を低覚醒とし (M = 3.14, SD = .52)，評定値
4.00-6.99 を中覚醒とし (M = 4.86, SD = .57)，評定値
7.00-9.00 を高覚醒とした (M = 6.45, SD = .33)。評定
値の分類により，低覚醒刺激は 405 語，中覚醒刺激は 520
語，高覚醒刺激は 85 語となった。それぞれの評定値に対
して，1要因 3 水準 (覚醒度; 低覚醒，中覚醒，低覚醒) 
の分散分析を行った。その結果，主効果が有意であり (F 



































































































ば，2001 年の 9.11 として知られるアメリカの同時多発
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表 1 感情価と覚醒度の一覧表 
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